
（a）全体構成 （b）Arduino Nano 33 BLE Senseを
　スティックに組み込んだようす
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写真1　本稿で製作するエア・ドラム・スティック
Arduino Nano 33 BLE Senseを使ったBLE接続実験は電波暗室環境にて実施した．複数のセンサ（カラー・センサと角速度センサ）と色紙を使ってド
ラム操作を実現する

　Arduino Nano 33 BLE Senseは，Bluetooth Low 
Energy（BLE）通信機能や多くのセンサを搭載した
センサIoTエッジの開発入門者向けマイコン・ボー
ドです．基板上にさまざまなセンサを搭載していて，
この1台でセンサIoTエッジが開発できます．
　本ボードは，無償の開発環境Arduino IDEを使
ってプログラムできます．各センサにはライブラリ
やサンプル・スケッチが用意されていて，それを流
用すればすぐに動作します．
　基板サイズは，43×18 mmと小さな親指サイズ
なので，このまま装置に組み込むこともできます．
本稿では，スティックの先端に本ボードを組み込ん
で，写真1に示すようなエア・ドラム・システムを
製作します．本ボードに搭載されているRGBセン
サで色（叩く楽器）を判別し，角速度センサから叩く
動作を検出します．センサから検出した演奏データ
は，ボード上でMIDI形式に変換し，BLEを介して

音源（スマートフォン）に転送して，ドラム音を鳴ら
します．
　本稿で紹介したプログラムは，本誌Webサイト
からダウンロードできます．
https://toragi.cqpub.co.jp/tabid/927/Default.aspx
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最新Arduino！  
Nano 33 BLE Senseを使う

● どのセンサが使えるか試しながら製作していく
　図1に示すのは，いわゆるドラム・セットです．本
稿では，これをArduino Nano 33 BLE Senseとスマ
ートフォンだけで製作してみます．
　Arduino Nano 33 BLE Senseは，3軸加速度，3軸
ジャイロ，3軸地磁気，気圧，温度，湿度，近接，周
囲光，カラー，ジェスチャなど合計17軸のセンサを
搭載しています．今までのArduinoのように拡張基板

【セミナ案内】スイッチング電源の基礎と実際
―― 基本動作から各種コンバータ，力率改善手法まで 
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ArduinoスティックでBeat it！
色紙エア・ドラムの製作
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音色を動画でチェック
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